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新
中
期
事
業
計
画
の
実
施
に
向
け
て

　

平
成
二
十
六
年
度
は
、
平
成
二
十
一
年

に
策
定
さ
れ
た
「
中
期
事
業
計
画
」
の
最

終
年
度
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
計

画
の
策
定
に
向
け
て
、﹃
新
中
期
事
業
計

画
策
定
委
員
会
﹄
に
お
い
て
作
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
こ
の
新

た
な
計
画
に
基
づ
い
て
、
基
本
理
念
で
あ

る
「
共
働
・
共
助
」
を
堅
持
し
な
が
ら
、

一
層
の
機
能
強
化
と
効
率
的
な
事
業
運
営

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
係
各
位
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
公

益
社
団
法
人
と
し
て
高
年
齢
者
並
び
に
地

域
社
会
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
課
題

　

現
在
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

課
題
と
し
て
、
①
会
員
数
の
停
滞
、
②

「
め
ん
こ
い
ひ
ろ
ば
」
の
経
営
改
善
、
③

派
遣
事
業
等
の
新
規
受
注
の
拡
大
が
あ
り

ま
す
。

　

会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
六
十
五
歳

を
迎
え
た
「
団
塊
の
世
代
」
が
労
働
市
場

か
ら
本
格
的
な
引
退
過
程
に
入
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
就
業
機
会
の
確
保
及
び
職
域

の
拡
大
を
図
り
な
が
ら
会
員
の
拡
大
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
か
ら
行
っ
て
い
る

認
可
外
の
一
時
預
か
り
保
育
「
め
ん
こ
い

ひ
ろ
ば
」
は
、
国
の
補
助
金
が
な
く
な
っ

て
か
ら
、
山
形
市
の
単
独
補
助
金
を
充
当

し
な
が
ら
運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、
保
育

士
の
負
担
軽
減
や
安
全
対
策
の
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
の
持
ち
出
し
が
増
え
る
な
ど

厳
し
い
経
営
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
利
用
料
金
や
開
設
時
間
の
見
直
し

等
を
行
い
、
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
拡
大
を

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協

会
の
方
針
と
し
て
事
業
拡
大
を
め
ざ
し
て

い
る
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
は
、
高
年
齢
者

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
就
業
を
確
保

す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
請
負
に
比
べ
て
も
、
発
注
者
の
指

揮
命
令
の
下
で
の
就
業
が
可
能
で
あ
る
た

め
、
受
注
で
き
る
仕
事
が
幅
広
く
、
地
方

自
治
体
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
応
え
る

平
成
二
十
七
年
度
を
迎
え
て

平
成
二
十
七
年
度
を
迎
え
て

平
成
二
十
七
年
度
を
迎
え
て理

事
長

理
事
長

理
事
長

長
　
瀬
　
洋
　
男

長
　
瀬
　
洋
　
男

長
　
瀬
　
洋
　
男

あ
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
と
役
職
員
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。新

規
就
業
開
拓
に
成
果

　

過
去
二
年
間
、
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
会

員
数
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
平
成
二
十
六

年
度
は
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
経
済
の
好
転
が
期
待
で
き

な
い
状
況
か
ら
大
型
量
販
店
や
大
型
電
気

店
か
ら
の
派
遣
受
注
が
な
く
な
る
な
ど
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
受
注
実
績
は
平
成
二
十
五
年

度
に
続
き
、
平
成
二
十
六
年
度
当
初
予
算

と
比
較
し
て
も
僅
か
で
す
が
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
昨
年
度
は
就
業
機
会
創
出
員

を
配
置
し
、
計
画
的
・
精
力
的
に
受
注
開

拓
に
向
け
て
の
企
業
訪
問
を
行
い
、
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、
新
規
就
業
開
拓
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
役
員
の
改
選
期
に
あ
た
り
ま

す
。
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
役
員
の
責

任
は
大
き
く
、
役
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

職
員
も
法
人
運
営
に
ふ
さ
わ
し
い
知
識
と

能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

新
た
な
役
職
員
体
制
の
も
と
、
市
民
に

信
頼
さ
れ
満
足
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
通
じ
、
効
率
的
な
事
業
運
営
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
ま
た
、
新
た
な
自

主
財
源
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
積

極
的
に
就
業
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
今
後
の
社
会
的
要
因
と
し
て
、

介
護
保
険
制
度
の
改
革
に
よ
り
各
自
治
体

が
行
う
「
生
活
支
援
・
介
護
予
防
事
業
」

の
受
け
皿
と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
が
受
託
で
き
る
た
め
の
準
備
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
も
、
要
支
援
者
等
の
在
宅
高
齢
者
の
生

活
支
援
事
業
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
県
連
合
会
及
び
山
形
市
、
関
係
機

関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
新
た
な
事
業
参

入
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
厳
し
い
財
政
状
況

　

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
、
国
か
ら
の
補

助
金
の
交
付
条
件
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
こ
れ

ま
で
の
人
件
費
と
運
営
費
に
対
す
る
補
助

金
を
見
直
し
、
事
業
に
対
す
る
補
助
金
に

重
点
が
置
か
れ
ま
す
。
請
負
・
委
託
に
よ

る
就
業
機
会
の
拡
大
を
図
る
基
盤
拡
大
事

業
も
減
額
さ
れ
、
新
た
に
派
遣
を
主
と
し

た
高
齢
者
活
用
･
現
役
世
代
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
中
心
に
補
助
金
体
系
が
組
ま
れ
ま
し

た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
健
全
な
運
営
を
維
持
す
る

た
め
に
も
新
規
就
業
先
の
開
拓
や
入
会
会

員
の
増
を
目
指
す
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
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昨
年
十
二
月
、
職
班
・
職
群
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
と
担
当
理
事
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
意
見
交
換
会
は
、

各
グ
ル
ー
プ
の
実
状
や
課
題
等
を
話
し
合

い
、
円
滑
な
就
業
を
行
う
た
め
平
成
二
十

五
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

二
回
目
と
な
る
今
回
は
、
九
十
三
の
職

班
・
職
群
グ
ル
ー
プ
を
四
班
に
分
け
、
三

日
間
に
わ
た
っ
て
行
い
ま
し
た
。
主
な
意

見
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

技
術
・
技
能
・
事
務
整
理
群
（
襖
・
障
子

班
、
剪
定
班
、
技
能
班
、
筆
耕
班
）

①
四
人
で
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
特
定
の

会
員
に
だ
け
仕
事
の
依
頼
が
あ
る
の
は
ど

う
か
と
思
う
。
②
剪
定
班
の
人
数
が
二
人

増
え
た
が
、
受
託
件
数
が
減
っ
て
い
る
。

ハ
ガ
キ
に
よ
る
案
内
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
人
も
い
る
。
③
ふ
た
つ
の
職
場
を
三
人

の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
就
業
し
て
い
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
二
人
に
固
定
さ
れ
た
。
お
互
い

の
仕
事
の
内
容
が
わ
か
ら
ず
、
休
み
の
交

替
も
頼
め
な
く
な
っ
て
い
る
。

管
理
群
（
施
設
管
理
班
、
市
体
育
施
設
管

理
班
）

①
急
な
休
み
な
ど
が
あ
る
た
め
人
数
を
増

や
し
た
と
こ
ろ
、
も
っ
と
仕
事
が
し
た
い

と
い
う
声
も
あ
る
が
ど
う
か
。
②
体
調
不

良
な
ど
で
急
に
休
み
の
必
要
な
と
き
が
あ

る
。
こ
れ
を
加
味
し
た
人
員
配
置
が
い
い

と
思
う
。
③
就
業
時
の
説
明
を
勝
手
に
解

釈
し
、
現
場
の
ル
ー
ル
に
従
わ
な
い
人
が

い
る
。

管
理
群
（
駐
車
場
管
理
班
）

①
新
た
に
就
業
す
る
場
合
の
説
明
と
現
場

の
仕
事
に
食
い
違
い
が
あ
る
。
現
場
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

②
個
人
差
も
あ
る
が
、
新
し
い
就
業
会
員

は
仕
事
を
覚
え
る
の
に
六
カ
月
も
か
か
る

の
で
大
変
だ
。
③
ふ
た
つ
の
職
場
を
一
カ

月
交
代
で
就
業
し
て
い
る
が
、
な
か
な
か

仕
事
を
覚
え
ら
れ
な
い
。
対
応
で
き
る
人

を
配
置
し
て
ほ
し
い
。

折
衝
外
交
・
一
般
作
業
・
サ
ー
ビ
ス
群

（
除
草
・
草
刈
班
、
屋
内
作
業
班
、
福
祉

作
業
班
な
ど
）

①
就
業
内
容
に
つ
い
て
相
談
し
よ
う
と
し

て
も
仕
事
が
あ
る
と
い
っ
て
出
て
こ
な
い

人
が
い
る
。
他
の
仕
事
を
し
て
も
い
い
の

か
。
②
こ
れ
ま
で
お
客
様
へ
の
あ
い
さ
つ

も
な
か
っ
た
が
、
三
カ
月
に
一
回
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
改
善
さ
れ
て
い
る
。

　

各
グ
ル
ー
プ
か
ら
い
ろ
ん
な
意
見
等
が

あ
り
ま
し
た
が
、
就
業
に
あ
た
っ
て
は

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
相
談
し
、
円
滑
に
い

く
よ
う
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
は
セ
ン
タ
ー
の

事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

職
班
・
職
群
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
と

　
　
担
当
理
事
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

�

事
業
部
会
長
　
鈴
　
木
　
健
　
一

会員の状況・就業状況について

月別 入会者数 退会者数 当月末
会員数 備考

26.8.31 900 8月末会員数

9月 7（男6、女1） 2（男2、女0） 905

10月 10（男7、女3） 1（男1、女0） 914

11月 11（男6、女5） 2（男2、女0） 923

12月 8（男5、女3） 5（男4、女1） 926

1月 11（男9、女2） 0 937

2月 14（男9、女5） 0 951

合計 119（男86、女33） 148（男108、女40） 951 男：732　女：219

区分 職群 就業延人数 備考

一般受注

技術群 114� 経理事務、パソコン作業など

技能群 20,343� 襖・障子張り、剪定　など

事務整理群 2,511� 賞状筆耕、統計事務　など

管理群 20,390� 駐車場管理、施設管理　など

折衝外交群 62� 量販店での作業　など

一般作業群 16,116� 除草、草刈り、清掃　など

サービス群 1,316� 病院での洗濯、らくらく応援隊など

計 60,852�

独自事業

自転車再生 90�

家具リサイクル 3�

即売会 23�

計 116�

子育て支援 子育て支援 548�

合計 61,516�

（平成26年９月～平成27年２月末まで）
①会員の状況 ②就業状況

※116号掲載の８月末会員数と今号の人数に差異が生じて
　いますが、これは集計方法の変更によるものです。
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皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝

　

女
性
部
会
で
は
地
域
へ
の
貢
献
を
通
し
て
セ
ン
タ
ー
を
P
R
し
、
会
員
拡
大
に

つ
な
げ
る
た
め
の
取
組
み
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

二
十
六
年
度
も
バ
ザ
ー
の
売
上
を
児
童
養
護
施
設
山
形
学
園
へ
、
未
使
用
の
タ
オ

ル
を
福
祉
施
設
「
フ
ォ
ー
リ
ー
フ
嶋
」・
「
さ
く
ら
ホ
ー
ム
山
形
」
へ
寄
付
い
た

し
ま
し
た
。
長
年
続
く
こ
の
活
動
も
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の
賜

物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
寄
付
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

山
形
学
園
へ
の
寄
付
に
対
し
ま
し
て
山
形
市
長
よ

り
感
謝
状
を
賜
り
、

山
形
学
園
の
生
徒

さ
ん
か
ら
は
丁
寧

な
お
礼
の
お
手
紙

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

女
性
部
会
だ
よ
り

女
性
部
会
長
　
村
田
せ
つ
子

平成二十六年度タオル寄付者名簿（敬称略）平成二十六年度バザー寄付者名簿（敬称略）

地　

区　

名

氏　
　

名

第
一

菅　

野　

幸　

子

第
二

小　

関　

良　

一

小　

林　

敏　

子

佐　

藤　

輝　

夫

鈴　

木　

靖　

子

村　

田　

せ
つ
子

東
海
林　

正　

良

長
谷
川　

浩　

二

松　

田　
　
　

裕

第
三

石　

山　

一　

美

第
四

木　

村　

興　

子

第
五

柿　

本　

青　

史

第
六

石　

澤　

洋　

子

佐　

藤　

美
紀
子

山　

田　

孝　

征

第
八

狩　

野　

敏　

男

佐　

藤　

敏　

弘

佐　

藤　

敏　

行

鈴　

木　

敏　

世

長　

岡　

弘　

美

丸　

山　
　
　

弘

第
十

上　

谷　

一　

郎

鈴
川
一

佐　

藤　

孝　

子

地　

区　

名

氏　
　

名

第
二

今　

野　

久
美
子

佐　

藤　

輝　

夫

鈴　

木　

靖　

子

村　

田　

せ
つ
子

第
三

石　

山　

一　

美

鈴　

木　

美
智
子

第
六

石　

澤　

洋　

子

佐　

藤　

美
紀
子

村　

上　

清　

志

鈴
川
一

臼　

井　
　
　

勲

臼　

井　

桃　

代

佐　

藤　

孝　

子

鈴
川
二

鈴　

木　

綏　

子

地　

区　

名

氏　
　

名

鈴
川
二

伊　

藤　

由
紀
子

鈴　

木　

綏　

子

鈴
川
三

會　

田　

千
嘉
子

鈴　

木　

洋　

一

千
歳

後　

藤　

静　

夫

佐　

藤　

美
枝
子

飯
塚
・
椹
沢

石　

澤　

孝　

郎

滝
山
二

佐　

藤　

陽　

子

古　

林　

キ
ヨ
子

出
羽
・
明
治

植　

松　

ユ　

キ

多　

田　

信　

雄

丸　

子　

米　

子

金
井

安　

達　

つ
や
子

五
十
嵐　

マ
サ
子

藤　

井　
　
　

哲

楯
山

森　

谷　

と
し
子

蔵
王

佐　

藤　

幸　

子

鈴　

木　

生　

子

土　

屋　

利　

光

南
山
形
・
本
沢

小
笠
原　

拓　

昭

佐　

藤　

勝　

蔵

塩　

野　

美
智
子

南
沼
原

大　

嶋　

フ
ミ
子

地　

区　

名

氏　
　

名

鈴
川
三

會　

田　

千
嘉
子

千
歳

佐　

藤　

美
枝
子

設　

楽　

み　

つ

東
沢
地
区

黒　

木　

和　

子

矢　

代　

鉄　

也

滝
山
二

古　

林　

キ
ヨ
子

名　

和　

せ
い
子

金
井

安　

達　

つ
や
子

蔵
王

鈴　

木　

生　

子

南
山
形
・
本
沢

塩　

野　

美
智
子

南
沼
原

大　

嶋　

フ
ミ
子

長
瀬
理
事
長
、
笹
原
事
務
局
長
か
ら
も
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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地域
紹介 パート

Ⅱわが街自慢

　
庄
司
栄
三
郎

菅
原
　
清
一

出
羽
・
明
治
地
区

第

一

地

区

　

出
羽
地
区
は
、
山
形
市
の
北
部
に

位
置
し
、
こ
の
地
区
の
中
央
あ
た
り

に
「
千
手
観
音
堂
」
が
あ
り
ま
す
。

地
区
の
人
々
は
、
俗
称
「
千
手
堂
の

お
観
音
さ
ま
」
と
い
い
最
上
三
十
三

観
音
の
札
所
番
付
は
、
第
三
番
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

千
手
観
音
堂
は
、
室
町
時
代
の
建

築
様
式
の
＂
方
形
造
り
＂
で
御
本
尊

は
、
千
手
観
音
菩
薩
で
重
要
文
化
財

（
国
指
定
）
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
寺
に
は
、
絵
馬
が
数
多
く
奉

納
さ
れ
て
お
り
、
永

年
六
年
（
一
五
六
二
）

の
絵
馬
を
は
じ
め
、

ム
カ
サ
リ
絵
馬
・
針

子
・
巡
礼
供
養
・
和

算
・
俳
諧
絵
馬
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
絵
馬

は
、
人
間
が
神
仏
に

願
い
を
込
め
て
差
し

上
げ
た
手
紙
で
あ
り

信
仰
の
本
質
に
ふ
れ

た
貴
重
な
文
化
財
と

い
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

境
内
に
は
鐘
つ
き
堂
も
あ
り
、
毎

朝
早
く
か
ら
参
拝
の
人
々
が
鐘
を
つ

き
そ
の
音
が
四
方
八
方
に
聞
こ
え
ま

す
。

　

初
詣
に
は
、
近
郷
近
在
は
も
と
よ

り
地
区
外
か
ら
も
老
若
男
女
が
多
数

の
参
拝
者
で
賑
わ
い
、
三
十
三
観
音

の
巡
礼
者
も
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

尚
、
現
寺
号
「
守
国
山
吉
祥
院
」

　

俗
称
「
千
手
堂
の
観
音
さ
ま
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
台
宗
。

　

第
一
地
区
は
、
昔
の
イ
メ
ー
ジ
が

ど
ん
ど
ん
消
え
て
い
き
、
新
し
い
街

へ
と
様
変
わ
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

街
へ
の
人
集
め
を
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
、
活
性
化
す
る
に
は
ど
ん
な

施
策
を
取
り
入
れ
た
ら
良
い
の
か

等
、
有
識
者
を
集
め
て
検
討
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

道
路
の
整
備
や
商

店
街
の
模
様
替
え

も
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
古
い
家
は
ど
ん

ど
ん
取
り
壊
さ
れ
、

マ
ン
シ
ョ
ン
が
至
る

所
に
建
設
さ
れ
ま
し

た
。
取
り
壊
さ
れ
た

家
の
跡
地
は
駐
車
場

に
早
変
わ
り
し
、
す

ぐ
満
車
と
な
り
空
洞

化
が
顕
著
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

写
真
に
は
マ
ン

シ
ョ
ン
が
数
棟
写
っ

て
お
り
ま
す
が
、
ど

の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら

も
眺
め
は
良
い
よ
う

で
す
。
私
の
居
住
し
て
い
る
所
か
ら

は
、
東
に
蔵
王
連
峰
、
南
に
吾
妻
連

峰
、
西
に
は
月
山
、
葉
山
、
朝
日
連

峰
、北
に
済
生
館
病
院
が
眺
望
さ
れ
、

さ
ら
に
夏
の
花
火
大
会
、
春
は
霞
城

公
園
の
サ
ク
ラ
、
秋
に
は
紅
葉
等
観

賞
で
き
、
最
高
の
居
住
環
境
で
す
。

方形造りの堂宇
室町時代（500~600年前）の建築様式に復元された
堂宇（観音堂）
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私
は
昨
年
の
十
二
月
、
農
協
直
売
所
の

開
店
前
の
清
掃
の
仕
事
を
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
初
は
、「
自
分
の
部
屋
の
掃
除
も
ロ

ク
に
し
な
い
奴
が
大
丈
夫
か
い
。」
と
大

い
に
不
安
で
し
た
。
お
ま
け
に
、
二
、三

日
作
業
（
床
を
箒
で
掃
い
て
モ
ッ
プ
で
拭

く
）
を
し
た
だ
け
で
腰
が
痛
く
な
り
、「
こ

り
ゃ
、
ム
リ
。
早
く
辞
め
よ
う
。」
と
思

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
少
し
ず
つ
仕
事
に
慣
れ
、
腰

痛
も
姿
勢
の
工
夫
と
腰
痛
体
操
の
徹
底
で

治
っ
て
く
る
と
、
こ
の
仕
事
が
だ
ん
だ
ん

楽
し
く
な
っ
た
の
で
す
。
生
活
の
リ
ズ
ム

（
早
寝
早
起
き
）が
で
き
た
し
、何
よ
り
も
、

早
朝
か
ら
野
菜
や
果
物
等
を
搬
入
す
る
農

家
の
方
々
の
様
子
を
見
た
り
、
そ
の
会
話

を
聞
い
て
い
る
と
、
本
当
に
勉
強
に
な
る

か
ら
で
す
。

　
「
農
家
は
重
労
働
だ
け
ど
、
良
い
仕
事

だ
な
あ
。
六
次
産
業
化
の
未
来
は
明
る
い

ぞ
。」
と
つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

　

得
が
た
い
機
会
を
下
さ
っ
た
シ
ル
バ
ー

セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
、「
感
謝
」
で
す
。

　

昨
年
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会

し
、
四
月
か
ら
今
の
仕
事
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
定
年
後
の
空
白
期
間
が
あ
り
、
不

安
も
多
少
あ
り
ま
し
た
が
、
諸
先
輩
方
の

ご
指
導
で
何
と
か
務
め
る
事
が
で
き
、
感

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

日
頃
は
、
仕
事
の
合
間
に
少
し
ば
か
り

の
田
ん
ぼ
と
家
内
が
や
っ
て
い
る
家
庭
菜

園
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
頃
は
、
作
物
の
収
穫
時
期
に

な
る
と
有
害
鳥
獣
の
被
害
に
遭
い
、
作
る

意
欲
も
喪
失
気
味
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
頃
は
屋
敷
裏
に
二
十
数
匹

く
ら
い
の
サ
ル
の
群
れ
が
現
れ
る
よ
う
に

な
り
、
不
気
味
で
人
間
に
危
害
を
与
え
た

り
し
な
い
か
と
不
安
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

野
生
動
物
と
の
共
生
は
大
変
で
す
が
、

サ
ル
対
策
と
し
て
次
の
事
を
心
が
け
、
経

過
を
観
察
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
収
穫
後
の
作
物
は
畑
に
放
置
し
な
い
。

②
家
周
辺
に
餌
に
な
る
物
を
置
か
な
い
。

③
周
辺
の
草
刈
等
で
、
見
通
し
の
良
い
空

間
を
作
る
。

　

サ
ル
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
追
い
払

い
で
き
る
よ
う
、
撃
退
用
花
火
等
を
準
備

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
は

ど
ん
な
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。　

　

今
か
ら
二
十
数
年
前
、
営
業
で
ユ
ー

ザ
ー
訪
問
を
し
て
い
た
時
代
に
、
客
と
の

付
き
合
い
で
、
ゴ
ル
フ
と
か
釣
り
の
誘
い

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
た
ま
た

ま
今
の
時
期
で
す
と
寒
河
江
ダ
ム
で
、
大

物
の
鯉
が
釣
れ
る
と
云
う
事
で
、
行
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
何
し
ろ
大
鯉
釣
り
は
、

初
体
験
で
す
の
で
、
リ
ー
ル
・
竿
と
釣
り

道
具
一
式
を
準
備
し
て
、
手
ほ
ど
き
を
受

け
な
が
ら
釣
り
始
め
た
と
こ
ろ
二
時
間
く

ら
い
過
ぎ
た
こ
ろ
に
、
私
の
竿
に
も
ア
タ

リ
が
来
ま
し
て
初
め
て
釣
る
体
験
を
し
ま

し
た
。

　

竿
ご
と
持
っ
て
い
か
れ
る
よ
う
な
強
い

第
二
地
区

�

土
屋
　
紘
治

勉
強
に
な
り
ま
す

東
沢
地
区

�

神
保
源
太
郎

サ
ル
軍
団
現
る

金
井
地
区

�

木
村
悦
太
郎

釣
り
と
の
出
合
い
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六
十
歳
以
上
対
象
の
「
健
康
ボ
ウ
リ
ン

グ
教
室
」
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

　

週
一
回
、
計
六
回
の
開
催
で
す
。
教
室

は
、
健
康
に
つ
い
て
と
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
基

本
の
講
義
を
受
け
、
そ
の
後
、
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
、
フ
リ
ー
投
球
＆
レ
ッ
ス
ン
で
一

回
二
時
間
で
す
。
始
め
は
、
少
し
筋
肉
痛

が
残
り
ま
し
た
が
、
回
を
重
ね
る
と
感
じ

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
病
の
治
療
・
予
防
法
と
し
て

も
注
目
を
集
め
る
の
が
、
運
動
療
法
で
あ

り
、
そ
れ
に
適
し
て
い
る
の
が
有
酸
素
運

動
の
代
表
で
あ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ボ
ウ

リ
ン
グ
と
の
こ
と
。
ま
た
最
近
、
糖
尿
病

も
運
動
不
足
が
一
因
と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
即
ち
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
を
楽
し
む
こ
と
が
、
適
度
な
運
動
で
あ

り
、
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
筋

肉
や
骨
が
強
く
、
元
気
に
！
血
液
の
循
環

が
良
く
な
る
！
そ
し
て
病
気
を
改
善
・
予

防
！
」
に
繋
が
り
、健
康
寿
命
を
伸
ば
す
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
は
、奥
が
深
い
。技
術
ア
ッ

プ
と
健
康
促
進
に
頑
張
ろ
う
。

　

自
分
に
、
頑　

張　

ろ　

う
。

　

双
月
作
業
所
が
移
転
す
る
こ
と
に
な

り
、
昭
和
五
十
九
年
に
開
店
し
た
理
容
室

を
閉
店
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

不
便
な
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
た
だ
い
た

お
客
様
に
、
大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　

現
役
時
代
に
培
っ
て
き
た
多
様
な
知
識

と
経
験
の
お
話
。

　

店
内
を
カ
メ
ラ
愛
好
会
の
方
々
に
四
季

折
々
の
風
景
で
彩
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

ま
た
自
宅
で
丹
精
に
育
て
ら
れ
た
花
も

お
持
ち
い
た
だ
き
、
朝
畑
か
ら
収
穫
し
た

お
い
し
い
野
菜
を
ご
ち
そ
う
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
で
こ
れ
ま
で
営
業
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
仕
事
を
辞
め
て
も
会
員
と
し
て
何

か
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

楯
山
地
区

�

折
笠
　
一
成

ボ
ウ
リ
ン
グ
＆
健
康

引
き
と
、
手
ご
た
え
が
忘
れ
ら
れ
な
く
な

り
、「
ハ
マ
リ
」
ま
し
た
。
そ
の
後
、
釣

り
情
報
を
聞
く
た
び
に
、
最
上
川
本
流
・

釜
房
ダ
ム
・
そ
の
他
湖
沼
を
回
っ
て
、
釣

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ち
な
み
に
大
鯉
は

五
十
セ
ン
チ
以
上
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
巨

鯉
も
居
る
そ
う
で
す
。
私
に
と
っ
て
釣
り

は
ス
ト
レ
ス
解
消
に
合
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

最
近
で
は
、
近
場
の
管
理
釣
り
場
の
沼

で
、
へ
ら
鮒
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
維
持
の
た
め
、
シ
ル

バ
ー
の
仕
事
と
釣
り
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

鈴
川
二
地
区

�

小
林
　
桂
子

　

感　
　
　

謝
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先
号
（
百
十
七
号
）
で
も
お
知
ら
せ

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
双
月
作
業
所
建

物
の
老
朽
化
に
伴
い
、
あ
か
ね
个
丘
に

あ
る
元
山
形
市
消
防
署
西
出
張
所
へ
作

業
所
が
移
転
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
作
業
所
で
は
、
襖
・
障
子
の

張
り
替
え
を
行
う
襖
班
、
自
転
車
の
再

生
を
行
う
自
転
車
班
が
作
業
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
不
定
期
で
開

催
さ
れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
の

即
売
会
も
こ
の
作
業
所
を
会
場
に
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
末
か
ら
作
業
班
ご
と
に
引
っ
越

し
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
本
格

的
な
作
業
開
始
と
な
っ
た
二
月
十
二
日
、

作
業
所
開
き
と
し
て
神
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
理
事
長
・
副
理
事
長
・
事
務
局

長
と
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
班
の
会
員
が
参

列
し
、
新
し
い
作
業
所
で
の
作
業
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
双
月
作

業
所
で
営
業
を
続
け
て
き
た
理
容
室
は
、

新
作
業
所
の
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
移

転
を
機
に
閉
店
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご

愛
顧
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
作
業
所
が
移
転
し
ま
し
た

南
沼
原
地
区

　
粟
野
　
完
雄

　

町
内
の
活
性
化
の
た
め
夫
婦
で
力
を
入

れ
て
い
る
と
い
う
粟
野
さ
ん
を
訪
問
し
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

十
数
年
前
、
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
の
二
階

の
山
形
市
国
際
交
流
協
会
で
奥
さ
ん
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
活
動
す
る
奥
さ
ん
を
見
て
、
自
分
も

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
夫
婦
で
の
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

協
会
の
行
事
に
参
加
す
る
人
は
、
中

国
・
韓
国
・
ア
メ
リ
カ
や
そ
の
他
の
国
の

人
た
ち
で
す
。
参
加
者
は
、「
花
笠
ま
つ

り
」「
国
際
料
理
」「
ク
リ
ス
マ
ス
」「
ハ

ロ
ウ
ィ
ン
」
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
を
体
験
し
ま
す
。
そ
の
イ

ベ
ン
ト
に
必
要
な
こ
と
を
準
備

す
る
こ
と
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
主
な
活
動
で
す
。

　

こ
の
活
動
か
ら
学
ん
だ
多
く

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
隣
近
所
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
り
が

ち
な
町
内
か
ら
笑
顔
と
会
話
が
あ
る
町
内

へ
の
実
現
を
図
る
活
動
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。
町
内
の
人
た
ち
と
話
し
合
い
を

重
ね
な
が
ら
、
新
し
い
行
事
が
企
画
さ
れ

ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、「
雪
灯
籠
祭
り
」
と
似
た

も
の
で
、
毎
年
二
月
に
町
内
の
道
路
の
一

角
を
借
り
て
行
う
「
ス
ノ
ー
ラ
ン
タ
ン
ま

つ
り
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
行
事
は
、
今

年
で
十
三
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
だ
け
で
な
く
外
か
ら
も
見
に
来
る
程

で
大
勢
の
人
々
に
楽
し
み
を
与
え
て
い
ま

す
。
灯
す
ロ
ウ
ソ
ク
は
町
内
に
住
む
人
た

ち
の
手
作
り
で
す
。
そ
の
他
に
「
蕎
麦
打

ち
講
習
会
」「
高
堂
長
寿
会
」「
ふ
れ
あ
い

は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

最
近
、
息
子
夫
婦
と
お
孫
さ
ん
と
の
同

居
で
「
今
ま
で
よ
り
も
忙
し
く

な
っ
て
き
た
」
と
、
お
孫
さ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い
を
喜
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
健
康
に
注
意
し
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

（
取
材
・
広
報
部
）

シ
ル
バ
ー
に

シ
ル
バ
ー
に

人
あ
り
　
技
あ
り
　
心
あ
り

よ
り
良
い
地
域
社
会
を

　
　
　
　
　
　
目
指
し
て

あかねヶ丘
陸上競技場

スポーツクラブ
JOYFITさん栄助寿司さん

寅真らーめんさん

新作業所

↑
至寒河江

至上山
↓

N

西
回
り
バ
イ
パ
ス
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第
一
地
区	

及
川　
　

明

第
二
地
区	

高
橋　
　

緑

	

小
林　

勝
彦

第
四
地
区　

渥
美　

健
治

第
六
地
区	

平
尾
て
る
子

	

中
澤　

林
子

	

吉
田　

雄
次

第
七
地
区	

森
谷　

榮
子

第
八
地
区	

浅
香　

公
博

	

山
口　

喜
恵

	

鈴
木　

英
夫

第
十
地
区	

瀬
野
健
四
郎

鈴
川
三
地
区	

横
沢　
　

正

	

土
屋　

清
太

飯
塚
・
椹
沢
地
区	

荒
井
美
代
子

東
沢
地
区	

山
川　

秀
雄

滝
山
一
地
区	

渡
辺　
　

健

	

古
林
千
恵
子

滝
山
二
地
区	

杉
本　

和
惠

出
羽
・
明
治
地
区	

佐
藤　

邦
子

金
井
地
区	

遠
藤　

和
子

	

原
田　

豊
子

	

小
関　

栄
市

	

佐
藤　

友
昭

蔵
王
地
区	

佐
藤　

春
治

	

小
林　

吉
雄

	

斉
藤　
　

済

	

若
林
佳
代
子

南
山
形
・
本
沢
地
区	

栗
田　

幸
吉

	

白
畑　

直
彌

	

三
沢　
　

実

南
沼
原
地
区	

山
科　

和
弥

	

岡
﨑　

良
典

	

大
沼　

敬
子

　

五
十
鈴
地
内
の
住

宅
地
の
一
角
に
山
形

市
鈴
川
交
流
セ
ン

タ
ー
（
以
下
「
交
流
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
）
が

あ
り
ま
す
。
も
と
は
五

十
鈴
公
民
館
と
し
て

地
域
活
動
の
拠
点
施

設
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
そ
の
移
転
後

も
引
き
続
き
地
域
の

人
た
ち
の
ふ
れ
あ
い

の
場
、
交
流
の
場
と
し
て
利
用
に
供

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
四
月
に
は
当
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て

「
め
ん
こ
い
ひ
ろ
ば
」
も
開
設
さ
れ
、

乳
幼
児
の
一
時
預
か
り
を
通
し
た
子

育
て
支
援
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
三
名
の
会
員

が
就
業
し
て
い
ま
す
が
、
山
川
さ
ん

か
ら
仕
事
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
健
康
体
操
や

詩
吟
・
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
な

ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、
料
理
教
室
の

開
催
と
、
地
域
の
人
た
ち
に
幅
広
く

利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
利
用

申
込
み
の
受
付
や
備
品
の
貸
出
し
、

就業会員を訪ねて
山川良男（山形市鈴川交流センター）

清
掃
、
冬
期
間
は
除
雪
作
業
な
ど
の
管
理

業
務
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
「
め
ん
こ
い
ひ
ろ
ば
」
に
関
す
る

照
会
へ
の
対
応
や
利
用
登
録
の
受
付
と
パ

ソ
コ
ン
入
力
に
よ
る
台
帳
の
作
成
、
利
用

料
金
の
受
け
取
り
と
管
理
、
業
務
報
告
な

ど
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

　

平
日
の
就
業
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
で
す
が
、
昨
年
四
月
か
ら
「
め
ん

こ
い
ひ
ろ
ば
」
の
終
了
時
間
に
合
わ
せ
て

午
後
六
時
ま
で
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

諸
サ
ー
ク
ル
の
夜
間
利
用
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
時
間
帯

の
点
検
・
管

理
は
警
備
会

社
に
依
頼
し

て
い
る
そ
う

で
す
。

　

取
材
当
日

の
「
め
ん
こ

い
ひ
ろ
ば
」

で
は
、
定
員
い
っ
ぱ
い
の
八
人
の
子
ど
も

た
ち
の
一
時
預
か
り
が
あ
り
ま
し
た
。
無

心
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
を
み
る
と
、
な
ん

と
も
微
笑
ま
し
く
な
り
ま
す
。
山
川
さ
ん

は
、
と
き
に
「
じ
い
じ
い
」
と
い
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
と
相
好
を
く
ず
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

　
　

（
取
材
・
広
報
部
）

（１月１日～３月31日まで）



－ 10 －

平成 27 年 ４ 月１日 第 118 号シルバーやまがた

（公社）
山
形
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
形
市
双
葉
町
一
丁
目
二
番
三
号

電
話（
〇
二
三
）六
四
七-

六
六
四
七

あ と が き
　

昨
年
の「
日
本
人
の
国
民
性
調
査
」

に
よ
る
と
、「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
思
う
人
が
半
数
近
く
に
達
し
た
と

の
こ
と
。

　

東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
た
と
き
の
ひ
と
コ
マ
。
早

朝
、
指
定
の
場
所
に
五
十
人
ほ
ど
集

合
。
大
半
が
若
者
、
シ
ニ
ア
は
少
々
。

驚
き
だ
。
バ
ス
の
中
で
の
自
己
紹
介

で
は
県
外
の
方
が
多
い
。

　

今
回
の
作
業
は
、
側
溝
と
一
帯
の

掃
除
だ
。
若
者
が
掃
き
出
し
た
が
、

掃
き
続
け
た
為
、
砂
ぼ
こ
り
が
一
帯

に
漂
っ
た
。
シ
ル
バ
ー
の
出
番
だ
。

側
溝
か
ら
あ
が
り
、
箒
を
借
り
て
静

か
に
土
砂
の
山
を
い
く
つ
も
つ
く
っ

た
。「
後
で
麻
袋
に
入
れ
る
の
で
、

小
さ
く
ま
と
め
た
ら
ど
う
で
す
か
」

と
助
言
し
た
。

　

帰
り
の
車
中
。
各
自
が
感
想
を
述

べ
た
。
私
の
番
と
な
り
ハ
チ
ド
リ
の

話
を
し
た
。
森
が
火
事
に
な
り
動
物

は
逃
げ
た
。
ハ
チ
ド
リ
は
口
に
水
を

含
ん
で
一
滴
ず
つ
火
に
落
と
し
た
。

動
物
た
ち
は
笑
う
が
、
私
は
私
に
で

き
る
こ
と
を
す
る
だ
け
、
と
ハ
チ
ド

リ
は
言
っ
た
。「
皆
さ
ん
も
今
日
は

ハ
チ
ド
リ
の
心
で
参
加
さ
れ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
一
緒
し
ま

し
ょ
う
」
と
終
え
た
。

　

今
後
と
も
役
に
立
つ
シ
ル
バ
ー
で

あ
り
た
い
。
こ
れ
は
全
会
員
の
思
い

だ
ろ
う
。

U
R

L：
http://w

w
w

.sjc.ne.jp/yam
agatashi/

E
-m

ail：
yam

agatashi@
sjc.ne.jp

お
知
ら
せ
と

　
　
お
願
い

■
平
成
二
十
七
年
度

　
　
　
定
時
総
会
の
開
催

　

六
月
十
日（
水
）開
催
予
定

　

懇
親
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
は
後
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
　
訃
　
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

門
松
紀
久
男
さ
ん（
七
十
四
歳
）

（
第
一
地
区
）

原
田　

康
夫
さ
ん（
七
十
一
歳
）

（
西
地
区
）

太
田　

祐
子
さ
ん（
七
十
二
歳
）

（
滝
山
二
地
区
）

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

行
事
イ
ベ
ン
ト
案
内

　

年
度
替
え
に
な
り
、
会
員
の
更
新
手

続
き
の
時
期
で
す
。
世
話
役
の
方
々
に

会
費
の
集
金
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
会
費
の
納
入
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
退
会
さ
れ
る
方
は
、
退
会
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
地

区
班
の
班
長
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
配
分
金
支
払
日

　
四
月
二
十
日
（
月
）

　
五
月
二
十
日
（
水
）

　
六
月
十
九
日
（
金
）

■
入
会
説
明
会（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
も
入
会
の
勧
誘
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
四
月
九
日
（
木
）　
十
六
日
（
木
）　

　
　
　
二
十
三
日
（
木
）

　
五
月
十
四
日（
木
）　
二
十
一
日（
木
）

　
　
　
二
十
八
日
（
木
）

　
六
月
十
一
日
（
木
）　
十
八
日
（
木
）

　
　
　
二
十
五
日
（
木
）

■
就
業
相
談
日
（
午
後
一
時
三
十
分
）

　

（
就
業
に
関
し
て
の
相
談
で
す
）

　

四
月
九
日
（
木
）

　
五
月
十
四
日
（
木
）

　
六
月
十
一
日
（
木
）

年
度
替
え
の

　
　
手
続
き
に
つ
い
て

更
新
と
退
会
手
続
き
を
お
早
め
に
！

「
め
ん
こ
い
ひ
ろ
ば
」利
用
料
金
と

開
設
日
の
変
更
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
め
ん
こ
い

ひ
ろ
ば
の
利
用
方
法
が
変
わ
り
、
事
前

に
チ
ケ
ッ
ト
（
五
枚
綴
り
・
年
度
内
有

効
・
返
金
な
し
）
を
購
入
い
た
だ
き
、

利
用
日
に
め
ん
こ
い
ひ
ろ
ば
へ
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

日
・
祝
祭
日
は
閉
館
と
な
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
料
金
　
※
五
枚
綴
り
の
料
金

【
短
時
間
保
育
】

　
平
　
日：二
千
円

　
土
曜
日：二
千
五
百
円

【
一
日
保
育
】

　
平
　
日：一
万
円（
六
ヶ
月
〜
三
歳
）、

 

七
千
四
百
五
十
円（
四
歳
〜
六
歳
）

　
土
曜
日：一
万
二
千
五
百
円

 

（
六
ヶ
月
〜
三
歳
）、

　
　
　
　 

一
万
円（
四
歳
〜
六
歳
）

【
開
設
日
】

　
月
曜
日
〜
土
曜
日（
日・祝
祭
日
は
閉
館
）

　
※
詳
し
く
は
事
務
局
、ま
た
は
め
ん

こ
い
ひ
ろ
ば（
六
三
一

－

六
六
四
六
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。


